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こちら彩都やまもりです 【住所】箕面市彩都栗生南1-17-26

............................................................................................................................................................................................................................................................................, 

く今月のギャラリー案内＞彩輝館ギャラリ ー

r 岐阜の陶磁器美濃焼に触れる」を案内しています。
【期間】4月1日（木）～5月31日（月）

陶磁器の中で、最も私たちの日常生活に溶け込んでいる 「美濃焼」。
普段何気なく使っている食器の多くが、実は 「美濃焼」なんですね。
有田焼や益子焼など特徴がはっきりとわかる陶器と違い、美濃焼は色、
形が多種多様で 「特徴のないのが特徴」と言われるほど 。
ギャラリ ー内 でも期間中、定期的に入れ替えて様々な美濃焼を展示し
ています。

《焼き物豆知識》美濃焼の歴史

山茶碗（下石西山2号窯出土、土岐市美濃陶磁歴史館蔵）

美濃焼の歴史をさかのぼると1300年以上も前、古墳時代になります。
朝鮮半島から伝えられた 「須恵器」と呼ばれる器で、東濃地方の地形や地質がこの須恵器を 焼
く半地下式や地下式の穴窯を造るのにすこ•＜適していたんですね。

平安時代になると 「灰釉陶器 （はいゆうとうき）」と呼ばれる釉薬をかけた焼き物が作られるよ
うになり、貴族や寺社など身分の高い人を中心に広がっていきました。庶民にも美濃焼が使われ
るようになったのは鎌倉時代 。釉薬をかけない 「山茶椀（やま ちゃわん）」の登場でした。そして
戦国時代に地上式の大窯（おおがま） が考案され、 「天目茶碗（てんもく ちゃわん）」や釉薬のかかっ
た皿、 すり鉢などが量産されるようになったことで、全国各地へ広く流通することになります。
その後も、 美濃焼は長い歴史の中で少しずつ趣や風合いを変えながら人々の生活に深く根付いて
きました。伝統を継承しながらも その時代にあった新感覚を取り入れてきた美濃焼だからこそ、
いつまでも愛され続けているのかもしれません ね。
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◆ォンラインセミナー
開催します。

コロナによる外出自粛でなまりがちな体をヨガでリフレッシュしませんか？
【日時】 5月30日（日）9:00~ l 0:00/6月16日（水）l 0:00~ l l :00
※要事前申し込み
【場所】 Zoom【料金】 各回1000円（ひのきのアロマオイル付き）
［講師】 Yoga Universe 原田弘子先生
............................................................................................................................................................................................................................................................................. 

rおうちでアロマヨガ教室」
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●大阪県人会会長に寺岡龍彦氏、 関西県人連合会会長
に中島紀子氏が内定

を 【お問合せ】彩都やまもり(TEL: 072-739-6046) 

※最新情報は随時、彩都やまもりHP
(https://yamamori.site)や
facebookでご確認ください。 瓢[

今年度、役員改選期を迎えた大阪岐阜県人会と関西岐阜県
人連合会はこのほどそれぞれ正副会長会を開き（新型コロナウ
イルスの感染拡大の影響で電話会談）、会長人事等を協議しま
した。

その結果、 大阪県人会は寺岡龍彦会長（東神電気社長）の留
任(3期目）、関西県人連合会は中島紀子顧問（中島工務店社長

•関西岐阜企業交流会会長）の昇格を内定しました。
6月8日（火）に開催予定の総会で正式に決定し同日付けで

就任します。任期は2年で2023年6月開催の総会まで となり
ます。

ま た大阪県人会と関西県人連合会の会長代行の徳田昭憲氏
の留任も内定しました。

大阪岐阜県人会役員（案）

会 長 寺岡
会長代行 徳田
副会長 野田
副会長 中村
副会長 長谷
副会長 宮崎
副会長 岩崎
副会長 辻
副会長 岩佐
副会長 鳴海
（事務局長兼務）
監 事 新美
監 事 伊藤
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＊小山八重子氏は顧問に就任予定
です。

なお関西県人連合会の副会長他の
人事は現在調整中です。
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